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1. 前報の成果と本報の目的

2. 内陸直下型地震と海溝型巨大地震のメニュー化
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発表の流れ



0.001

0.01

0.1

1

0.1 1 10

出
力
加
速
度

G
周波数 f(Hz)

背景

振動台のパフォーマンス曲線
（最大加振力 約500N）

2016年 髙澤家長屋門1/5模型振動実験
（模型質量 約160kg）

無負荷時

最大変位 DA150mm

160kg負荷時



前報の成果

加速度計

振動台

テーブル

搭載質量80ｋｇ



本報の目的

振動台入力地震動のメニュー化と充実
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震源
岩盤プレートの

沈み込み

震源 活断層

海溝型巨大地震

内陸直下型地震

内陸直下型地震と海溝型巨大地震

兵庫県南部地震
（阪神淡路大震災）

熊本地震etc

東北地方太平洋沖地震
（東日本大震災）

南海トラフを震源とする地震



選定した入力地震動

地震と地震波の名称 観測点

実地震波
最大加速度［Gal］

NS方向 EW方向

A：内陸直下型地震

阪神淡路大震災（1995年兵庫県南部地震 Ⅿ7.3：①～③）

①神戸波 JMA神戸 818 617

②鷹取波 JR鷹取駅 600 657

③ポートアイランド波（液状化地点） ポートアイランド 341 284

④2004年新潟県中越地震 Ⅿ6.8 （小千谷波） NIG019 1147 1308

⑤2016年熊本地震 Ⅿ7.3 （益城町波） KMMH05 648 1135

B：海溝型巨大地震

東日本大震災（2011年東北地方太平洋沖地震 Ⅿ9.0）

⑥築館波 MTG004 2700 1268

⑦日立波 JBR003 1598 1186

⑧稲毛波（液状化地点） CHB024 232 203
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内陸型：神戸波（EW）

海溝型：築館波（NS）

内陸型と海溝型の時刻加速度歴波形（1）



内陸型と海溝型の時刻加速度歴波形（2）
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内陸型：神戸波（非液状化地点）（EW）

内陸型：ポートアイランド波（液状化地点）（EW）
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阪神淡路大震災の被害



オープンキャンパスの活用事例

地震体験ツアー



オープンキャンパス
地震体験ツアーの被験者数

0

20

40

60

80

0

5

10

15

20

6月18日 7月9日 7月23日 7月30日 8月5日

生徒 保護者

累
積
被
験
者
数
（
人
）

被
験
者
数
（
人
）



まとめ

•内陸直下型地震と海溝型巨大地震とに分類して振動
台入力地震動のメニュー化を図った（4地震16波）。

• メニュー化した振動台入力地震動を適用し、本学の
オープンキャンパスで地震体験ツアーを実施した。

種々の振動台実験への対応



作成した振動台入力地震動リスト

地震と地震波の名称 観測点

実地震波
最大加速度［Gal］

80㎏負荷時
振動台加速度［Gal］

NS方向 EW方向 NS方向 EW方向

A：内陸直下型地震

阪神淡路大震災（1995年 兵庫県南部地震 Ⅿ7.3：①～③）

①神戸波 JMA神戸 818 617 311 308

②鷹取波 JR鷹取駅 600 657 300 317

③ポートアイランド波
（液状化地点）

ポートアイラン
ド

341 284 309 320

④2004年 新潟県中越地震
Ⅿ6.8 （小千谷波）

NIG019☆ 1147 1308 315 307

⑤2016年 熊本地震
Ⅿ7.3 （益城町波）

KMMH05☆ 648 1135 306 314

B：海溝型巨大地震

東日本大震災（2011年 東北地方太平洋沖地震 Ⅿ9.0）

⑥築館波 MTG004☆ 2700 1268 334 317

⑦日立波 JBR003☆ 1598 1186 304 307

⑧稲毛波（液状化地点） CHB024☆ 232 203 304 313

☆：防災科学技術研究所 K-NETの観測点



F=ｍα

Ｆ＝500N

m＝160kg
・振動台のテーブル重量80ｋｇ
・搭載質量80ｋｇ

α＝0.3G（300Gal）

Ｇ：重力加速度 １Ｇ≒１０００Ｇａｌ



T
0.03ｈ S造

0.02ｈ RC造
T＝0.025ｈ

ｈ＝4.0m×N（階数）

T＝0.025×4×N＝0.1N（sec）



K-NETについて

K-NETとは、防災科学研究所の強震観測網のこと
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